
令和７年度鶴岡市交通安全対策会議 会議概要書 

 

１ 日時 令和 7 年 7 月 18 日(金)13:30～14:30 

 

２ 場所 鶴岡市総合保健福祉センター にこ♥︎ふる 3 階 栄養指導研修室 

 

３ 出席者  

  交通安全対策会議委員 18 名（別紙名簿のとおり） 

 （うち代理出席委員 2 名：黒木幸治山形県庄内総合支庁総務企画部長代理 高田ちづる防災安全

室長、小林雅史山形県庄内総合支庁建設部長代理 生方昌樹道路計画課課長補佐） 

市側出席職員（事務局） 

  本間防災安全課長、高橋防災安全課主事、三浦コミュニティ推進課主事、鈴木土木課主査 

 

４ 挨拶（市民部長） 

本日はご多忙のところ、鶴岡市交通安全対策会議にご出席いただき誠にありがとうございま

す。私、鶴岡市市民部長の佐藤でございます。本来であれば会長である皆川市長より皆様にご挨

拶申し上げるところではございますが、公務により出席が叶わず、私が代わってご挨拶申し上げ

ます。 

委員の皆様には、日頃から交通安全に関する各施策をはじめ、本市行政の推進に格別の御支援、

御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、本市における交通事故の発生件数は、ここ１０年間を見ましても年々減少しており、昨

年におきましては２５２件と、一昨年の２９７件と比較して４５件減少するなど、皆様とともに

進めてまいりました交通事故防止に向けた取組の成果と、大変喜ばしく感じているところでご

ざいます。 

しかしながら、現在進めております「第１１次鶴岡市交通安全計画」の目標として定めており

ます、年間の交通事故重傷者数につきましては、令和７年度までの数値目標を３４名以下として

おりますが、一昨年は３５名、昨年は３６名という結果でございました。 

本市といたしましては、この目標達成に向け、第１１次鶴岡市交通安全計画に基づく、「人優

先」の交通安全思想を基本とした「安全で安心なまちづくり」を目指し、引き続き、関係機関・

団体等と連携のうえ、交通安全教育や広報啓発活動の強化、交通安全施設等の整備といった取組

を、なお一層推進してまいります。 

この会議は、国の交通安全対策基本法に基づき、市交通安全計画の作成及びその計画に基づく

事業を推進するため、鶴岡市交通安全条例の定めるところにより開催するものであります。 

本市における、様々な交通対策を効果的に推進するためには、皆様との連携が不可欠であると

考えておりますので、今後も継続して交通安全の推進にご尽力いただきますとともに、交通安全

施策の企画・実施にもお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 



本日は、令和６年度交通安全事業の実施結果及び、令和７年度鶴岡市交通安全実施計画につい

て、ご報告・ご提案をさせていただきますので、皆様から忌憚のないご意見、ご指導をいただく

ことをお願い申し上げ、あいさつとさせていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 

 

５ 報告・協議事項 

  別紙次第のとおり 

 

６ 会議概要 

（1）令和 6 年度交通安全事業の実施結果について（報告） 

  ・畠山国土交通省酒田河川国道事務所鶴岡国道維持出張所長が、資料 4 に基づいて鶴岡国道

維持出張所関係の交通安全施設等整備事業状況の説明を行う。 

・豊嶋国土交通省酒田河川国道事務所月山国道維持出張所長が、資料 5 に基づいて月山国道維

持出張所関係の交通安全施設等整備事業状況の説明を行う。 

・生方庄内総合支庁道路計画課課長補佐が、資料 6 に基づいて庄内総合支庁関係の交通安全 

施設等整備事業状況の説明を行う。 

・柴田鶴岡警察署交通課長が、資料 7 に基づいて鶴岡警察署管内の交通規制実施状況につい 

て説明を行う。 

・高橋防災安全課主事が、市関係の交通安全施設設置事業、交通安全教育の推進、広報・啓 

 発活動、通学時の安全確保、第 11 次鶴岡市交通安全計画について説明を行う。 

 

（意見：委員） 

・なし 

  

（2）令和 7 年度交通安全事業の実施計画について（協議） 

  ・畠山国土交通省酒田河川国道事務所鶴岡国道維持出張所長が、資料 4 に基づいて鶴岡国道

維持出張所関係の交通安全施設等整備事業計画の説明を行う。 

・豊嶋国土交通省酒田河川国道事務所月山国道維持出張所長が、資料 5 に基づいて月山国道維

持出張所関係の交通安全施設等整備事業計画の説明を行う。 

・生方庄内総合支庁道路計画課課長補佐が、資料 6 に基づいて庄内総合支庁関係の交通安全 

 施設等整備事業計画の説明を行う。 

・柴田鶴岡警察署交通課長が、資料 8 に基づいて鶴岡警察署管内の交通規制実施計画につい 

て説明を行う。 

・高橋防災安全課主事が、市関係の交通安全施設設置事業、交通安全教育の推進、広報・啓 

 発活動、通学時の安全確保、第 11 次鶴岡市交通安全計画について説明を行う。 

 



（意見：委員） 

・鶴岡国道維持出張所が進めている東原町の事故対策事業について、伊勢横内交差点から大東

町伊勢横内交差点までの区間を 4 車線化するとのことですが、令和 7 年度中にどこまで整

備が進む予定でしょうか。 

（回答：畠山国土交通省酒田河川国道事務所鶴岡国道維持出張所長） 

・令和 7 年度中に、おおまかな形が整う見込みですが、舗装などの仕上げは令和 8 年度までか

かる見通しです。 

 

（意見：委員） 

・国道、県道、市道の除雪作業を行う業者、特に運転手、オペレーターに対する交通安全教育

の徹底を要望します。国道 112 号、鶴岡市板井川～丸岡間で、除雪ドーザーが 2 台並走し

ていたことや、除雪グレーダーを 1 人で運転していたことがありました。県道では、鶴岡市

砂川～大針間で除雪ドーザーが走行車線を逆走し、対向車線を通常走行で 2 台並走して除

雪作業を行っていました。危険な走行と思われるので、業者並びにオペレーターへの安全教

育を徹底していただきたいと思います。 

（回答：豊嶋国土交通省酒田河川国道事務所月山国道維持出張所長） 

・除雪グレーダーについて、以前は運転手と助手の 2 名体制で運行する機種が主流でしたが、

現在は助手が行っていた作業（後方確認等）をカメラやモニターで行えるように性能が向上

したワンマン型の機種もあるため、運転手１名で運行する場合もあります。除雪にあたって

は、安全かつ適切な除雪方法を確認した上で作業を行うよう努めます。 

（回答：小林山形県庄内総合支庁建設部長代理 生方道路計画課課長補佐） 

・以前から同様のご意見をいただいており、安全管理の徹底に努めてまいります。 

（回答：坂井鶴岡市建設部長） 

・現在も研修等の機会を設けておりますが、今後はさらに安全教育に力を入れてまいります。 

 

（意見：委員） 

・月山道路において、青色ラインの設置や緑色ライトの導入により、交通環境が改善されてい

ると感じます。引き続き、危険箇所の改善をよろしくお願いいたします。 

（回答：豊嶋国土交通省酒田河川国道事務所月山国道維持出張所長） 

・今後も引き続き、安全な道路環境の整備に努めてまいります。 

 

  （3）その他 

  ・柴田鶴岡警察署交通課長が、高齢者交通死亡事故について情報共有を行う。 

 

７ 会議資料 

  別添のとおり 


